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第１９７回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２６年４月１０日（木）  １１：００～１２：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ７人 

出席委員数  ５人 

 

 （１）出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

         古磯 勝子 （副委員長）  

青木 敬信 

長  茂男 

君島 理恵 

 

 （２）欠席委員の氏名   早川 冨美子 

畠山 大 

            

（３）放送事業者側出席者 大森 敏秋（代表取締役社長） 

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（放送部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

３月 10 日に放送した特別番組「じゅんちゃんファミリーの福幸（ふっこー）～母子避難者

の 1096 日」について、試聴と意見交換を行った。 

 

事業者  

 東日本大震災から３年。この番組では、この春、ようやく家族全員が一緒に暮らせるように  

なった一つの家族のストーリーを取り上げました。  

震災当時のこと、放射能や避難に対する夫妻の考えが分かれ不仲になったことや、母子だけ  

での避難生活についてインタビューをおこない、番組を通じて、改めて東日本大震災について、

また、家族について、各々が考えるきっかけとなればという思いから、放送を企画しました。  
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【  番  組  の  試  聴  】 

 

委員： 

ナビゲーターの鹿島田さんは、大木さん一家にやさしく語りかけ、詳しく聞きたいところにも 

うまく踏み込んでインタビューをしていた。分かりやすく、内容の深いインタビューだった。 

 

委員： 

避難者家族の長きにわたる切実な体験談が、避難者自身の声で語られていた。特に、愛媛に 

避難した時の長男が涙したエピソードは、特に心を打たれた。  

震災については、被災者・避難者それぞれに語り尽くせない想いがあるだろうし、今回の話は  

実際に避難を決断した人もそうしなかった人、双方に共感出来る内容であったと思う。  

 

委員： 

放射能に対する感じ方・考え方は、人それぞれで、それは夫婦の間でも違うんだなと感じた。  

また、子供の将来を考えて、母子だけで愛媛に移る決断した母親に、いざという時の女性の強さ  

が見えた。  

避難の問題で、実際に家族間に亀裂が入った家庭も多い中で、遠く離れても絆を守り通した  

大木さん一家の話は、とても感動出来る内容だった。  

 

委員： 

番組は、強力に何かメッセージを発信するのではなく、一組の被災者家族の３年に及ぶ  

ストーリーを淡々と紹介し、聞いている人に考えてもらう作りをしていた。  

また、その内容に、まるでドラマを見ているかのように、引き込まれた。  

今年も、各局こぞって震災をテーマにした特別番組を放送していたが、この番組は  

ラジオならではの切り口で描かれていて、とても質の良い番組であったと思う。  

 

委員： 

ラジオには映像が無く、その場面場面で語られる言葉だけを聞いて想像するメディアであるが、 

そうしたメディアの特性が活かされた番組になっていたと思う。  

実際、今回の話にじっくりと聞き入ることが出来たし、インタビューで語られていた言葉に、  

とても感情移入することが出来た。  

また、その所々で音楽による効果的な演出があり、番組の質を高めることに貢献していた。 

 

委員： 

番組中で流れた邦楽の曲は、そこまでの話の内容を意識した選曲がなされており、歌詞も内容に 

通じる所があって、番組が、さらに感動する内容となった。また、全体を通して、ＢＧＭの選曲も  

良かった。 

 

委員： 

番組の冒頭部で、母親の現在の気持ちを短くまとめたものが流れたが、とても印象的な演出だ。 

また、オープニングテーマを「上を向いて歩こう」にしたのも、番組内容に合っていて、 

良い選曲だった。また、オリジナルをそのまま使わず洋楽のカバーにしたのも、よい判断だったと 

思う。 

委員： 

来年も、こうした震災関連の特別番組をやる予定はあるのか？ 
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事業者： 

今年は、編成上 3 月 11 日の震災当日に放送出来なかったが、来年は可能であれば、震災当日に

震災特別番組を放送したい。また、新たなテーマや、切り口を変えて、企画を考えたい。 

 

委員： 

この番組を聞いて、家族について、またその絆について考えさせられた。  

震災から年月が過ぎ、今後、徐々に人々の記憶は薄れていくだろうが、こうした番組が  

放送されることで人々は震災の記憶を思い出し、忘れてはいけない、教訓にしていかねばならない

震災体験を再確認できるんだと思う。  

 

 

（以上） 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を５月８日（木）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

   なし 

 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  ４月２７日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

 

８  その他の参考事項  

なし 


